
お客様へ。当社のお届けする商品は、添加物・保存料は基本使用しておりませんので、なる

べく当日13時までを目安にお召し上がりくださいませ。また、食品衛生上、召し上がるまで涼し

い場所にて保管ください。 

当社ＨＰはこちらから 
食品の安全を守る為、何卒ご協力御願い申しあげます。 

米価格高騰による緊急対応のお知らせと御願い 

左記にご連絡させて頂いている通り、本年より米価格高騰による緊急対応として、白米に麦ご飯を少量混ぜ、

ご提供させて頂いております。 

近年の健康志向や健康経営の考えから、導入決定後、「健康的で良い」と期待頂く声の一方で、「食べ慣れて

いない」不安もあるのではと思います。 

麦ご飯の健康トピックスをご紹介させて頂き、毎日の昼食を今までと同じ様に、「美味しさ」の追求と満足をお届

けできるよう活用頂ければ幸いです。 

1960年ごろまで、日本人は大麦をよく食べていたが、白米ご

はんやパンの普及にともない、大麦の消費量は激減。1970年

代に向けて脂肪の多い欧米型の食事が浸透し、そのころから

大腸がんや糖尿病といった現代病とも言える病気にかかる人

が増え続けた。 

食物やその分解物が小腸の下部や大腸に届くには時間がか

かる。たとえば朝食で食べた大麦の作用で分泌されたホルモ

ンGLP-1が血糖値上昇の抑制に役立つという効用は、昼食時

だけでなく、夕食時にも及ぶ可能性がある。これを「セカンドミー

ル効果」と呼ぶ。 

 

引用：大麦ラボ 


